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１ ダニとは？ 

ダニと聞くと人を刺して、かゆくさせる虫という

イメージの方が多いのではないでしょうか。しか

し、人を刺すダニはごく一部で、多くのダニは土

壌や動植物の表面などに暮らしており私たちに害

はありません。 

ダニは虫の一種ですが、成虫は脚
あし

が 4 対 8 本で、

カブトムシやチョウなどのいわゆる昆虫（脚が 3

対 6 本）とは別の仲間です。ダニに近い仲間は同

じく脚が 4 対 8 本あるクモです。ダニは小さく、

多くが体長 0.2～0.8 mm 程度なので日頃の生活で

目にすることは少ないと思います。 

しかし、実は家の中にもダニは住んでおり、気づ

かないだけで私たちにとって身近な生物です。実

際に室内のチリやホコリを集めて顕微鏡
けんびきょう

で観察す

ると、いろいろな種類のダニが確認されます。こ

れらのダニの中にはアレルギーの原因となったり、

人を刺したりするなど問題となる仲間もいます。

ここでは、沖縄の家の中で生息し、問題になるこ

とがあるダニをいくつか紹介していきます。 

 

２ 家の中で多いダニとその対策 

１）チリダニの仲間 

全国的にも、家の中ではチリダニの仲間がよく

見られます。体長 0.3～0.4 mm くらいの小型のダ

ニです。その中でも特に問題とされるのがヒョウ

ヒダニの仲間で、沖縄県では特にヤケヒョウヒダ

ニがよく観察されます（写真 1a）。ヒョウヒダニの

仲間はじゅうたんや畳、布団などに多く発生しま

す。これらのダニは直接人を刺したりはしないの

ですが、そのフンや死がいがアレルギーの原因物

質であるアレルゲンとなることがあります。その

ため、これらのダニが増えてしまうと、人によっ

ては気管支
き か ん し

ぜん息やアレルギー性鼻炎
び え ん

、アレルギ

ー性結膜炎
けつまくえん

などの原因となったり、アトピー性皮

フ炎を悪化させたりすることもあります。ヒョウ

ヒダニは人間の垢
あか

やフケ、食べ物のかけらなどを

食べて生活し、温度が 25℃、湿度が 75％前後でよ

く繁殖するとされています。そのため、対策とし

ては、こまめな清掃と湿度管理（目安は 60%以下）

です。また、アレルギー対策として、ダニの死が

いやフンを掃除機でこまめに除去したり、寝具な

どを洗濯したりしてしっかり取り除くことが大切

です。 

２）コナダニ、ニクダニの仲間 

チリダニと共に家の中にいるダニとして多いの

がコナダニの仲間です。種類にもよりますが、体

長 0.3～0.8 mm くらいで、食品やカビをエサにし

ています。本県でもよく観察されるケナガコナダ

ニは、新築の家の畳で多く発生して問題となるこ

とがあります。また、かつお節や小麦粉、みそ、

チョコレートなど様々な食品からも見つかってい

ます。ニクダニの仲間も、コナダニと同様にチリ

や食品などで発生します。県内ではニクダニの仲

間のネッタイタマニクダニもよく見られます（写

真 1b）。このダニは熱帯・亜熱帯地域の屋内からよ

く見つかっており、海外ではアレルゲン性がある

ダニとしても報告されています。これらのダニの

対策も、先のチリダニと同様に清掃と湿度管理で

す。 

３）ツメダニの仲間 

チリダニやコナダニが増えてしまうと、これら

のダニを食べるツメダニの仲間（写真 2a）が増え

てしまうことがあります。ツメダニは人の血は吸

いませんが、鋭い爪を持っていて、人を爪で刺し

てしまうことがあります。ツメダニに刺されると、

刺された場所がかゆくなったり、赤くなったりす

ることがあります。ツメダニは光を嫌うため、昼

あなたのお家にもいるかも!? 
沖縄県の家の中のダニ 

写真 1 a.ヤケヒョウヒダニ、b.ネッタイタマ

ニクダニ 

a b 
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は暗い所に隠れており、夜間にでてきて活動しま

す。なお、薬剤が効きづらい種類とされています。

対策としては、エサとなるチリダニやコナダニ、

チャタテムシ（昆虫の一種）が増えないようにす

ることです。 

４）人を吸血するダニ 

種類は少ないのですが、家の中で人を吸血する

ダニもいます。 

イエダニは体長 1 mm くらいのダニでネズミに

寄生
き せ い

している仲間です。このダニはネズミの巣や

体の表面で生活しているのですが、ネズミが巣か

ら離れる時や死んだ時に脱落し、人の血を吸いに

刺しにくることがあります。イエダニ被害の対策

は、ネズミの死がいや巣を見つけて取り除き、ダ

ニ駆除
く じ ょ

剤で駆除することです。 

ミナミトリサシダニ（写真 2b）は体長 0.7mm く

らいのダニで、鳥に寄生しています。スズメやハ

トが軒下
のきした

や天井、壁のすき間などに巣を作ってし

まい、その巣からはい出したダニが人を刺しにく

ることがあります。ミナミトリサシダニ被害の対

策は鳥の巣の除去です。近い仲間にワクモ（ダニ

の一種）やスズメサシダニもいます。 

３ 食品に発生するダニとパンケーキシンドローム 

 食品に発生するダニは、家の中で発生するダニ

と同じ仲間が多いです。先に紹介したチリダニや

コナダニの仲間は食品中でも発生し、問題となる

ことがあります。近年、食品中に発生したダニを

気づかずに食べて重度のアレルギーであるアナフ

ィラキシーを発症する『パンケーキシンドローム』

という事例が報告されています。これは、ダニに

対してアレルギーを持っている人が、ダニが発生

した食品を気づかずに食べてしまうことで起こり

ます。海外ではパンケーキ（日本でいうホットケ

ーキ）を食べた際に報告が多いため、このような

名前になっています。日本ではお好み焼きやたこ

焼きなどで起こった事例が多く報告されており、

県内でもヒョウヒダニが原因となる事例の報告が

あります（写真 3）。原因としては、開封後に常温

で貯蔵した小麦粉製品にダニが混入し、増えるこ

とです。小麦粉製品の中でも、美味しくするため

に小麦粉以外の成分が含まれているお好み焼きミ

ックスやホットケーキミックスが増えやすいとさ

れています。また、加熱してもアレルゲンはなく

ならないため、対策にはなりません。開封した小

麦粉製品は冷蔵庫で保管し、早めに使い切ること

が重要です。 

 

４ 沖縄県は家の中のダニが増えやすい 

 先にも述べたように家の中に住むダニは、高温

多湿が大好きです。特にコナダニやチリダニの仲

間は、温度 25℃、湿度 75%前後の環境で増えやす

いとされています。沖縄県は、年平均気温 23.3℃、

年平均湿度 73%で、特に 4～9 月は平均湿度が 75～

80％にまでなります。また、沖縄県は他県に比べ

てコンクリート造りの家が多いため、気密
き み つ

性が高

く、湿気がたまりやすかったり、通気性が悪くな

ったりしやすいです。そのため、他の地域に比べ

て家の中のダニが増えやすいと考えられています。 

今回紹介したダニの仲間のうち、チリダニやコ

ナダニの仲間は珍しい種類ではなく、多くの家庭

に普通にいる種類です。ただ、増え過ぎてしまう

と様々な問題を引き起こしてしまうため、これら

のダニが増えないようにこまめな清掃と湿度管理

を意識した生活スタイルが大切です。 

 【衛生生物班 生物生態 G】 

 

写真 3 a.小麦粉製品中のダニ、b.検出したコナ

ヒョウヒダニ 

a 
b 

写真 2 a.ツメダニの仲間、b.ミナミトリサシ 

ダニ 

a b 


